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アートクリートステンシル

土間コンクリートの打設
コンクリート打設前に配筋を行います。 土間コンクリートはコテで均し、

表面を平らにして下さい。

生コンクリート仕様の目安
夏場：強度：21以上 スランプ：15～18
冬場：強度：21以上 スランプ：10～12

ステンシル（型紙）の貼り付け
ステンシルのサイド部分と施工範囲の区切り目とを
合わせコンクリート面に貼り付けます。

貼り付けたステンシルの中央部分から端側に向かって
木ゴテもしくはプラスチックコテにてステンシルが
ややコンクリートにめり込むように均していきます。

※ステンシルパターン（型紙）はツヤがある面を上側に
　して使用して下さい。

2列目のステンシルを貼り付けるときは、前に貼り付け
たステンシルの端部と2列目のステンシル端部が重なり
合うように貼り付け、同じようにコテで均します。

ステンシルの端部や不必要な部分をはさみ等で切り落
とします。

ベースの色つけ
カラーハードナーのベース色をセメント表面部にまん
べんなく振りかけ、ハードナーの色が濃くなるまで
待ち、表面をコテ等で均しコンクリートと馴染ませ
ます。
ただし、水分量が少ないとハードナーとの密着が不十分
となり、剥離することがあり、水分量が多すぎると色ムラ
や白華が発生し易くなります。

ブリージング
流し込んだ土間コンクリートの表面に水分が浮き出して
くる現象。効果により色粉が定着します。

この作業を最低2回以上繰り返します。
アクセント色を付けない場合は、この作業で色付けは
終了となります。
※均しているときに下地コンクリートが引きずられて
　見えてこなくなるまで繰り返す。
※ハードナーの量、コテのあて具合、水分量により表面
　に様々な表情をつける事が出来ます。

＜注意事項＞
※外気温度が5℃以下の場合は施工を避けて下さい。特に夜間、気温が下がる冬場にはご注意下さい。
※カラーハードナーが付着しないように状況に応じて養生して下さい。
※風の強い日や降雨の予想される日には施工を避けることをおすすめします。
※施工後、車両が乗り入れるまでには十分養生期間を取って下さい。
※夏と冬では、施工に要する時間に差が生じますのでご注意下さい。特に夏の場合、土間コンクリートの乾燥が早いので、作業は迅速に行って下さい。
※季節・天候・施工場所で差がありますが、生コンや色粉に含まれるアルカリ成分により表面に「白華」が出ることがあります。水分の影響が大きいと思われます。
　・白華の多い場合：希塩酸で洗浄し、水洗いして十分乾燥後にシーラーを塗布して下さい。
　・白華の少ない場合：シーラーを塗布することにより、かなり解消できます。
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シーラー

ステンシル　カラーハードナー

土間コンクリート　メッシュΦ6

クラッシャーラン（C-40）

ステンシル目地

施
工
要
領

アクセントカラーの施工
ベース色の上からアクセント部分のカラーハードナーを
任意の量振りかけ、軽く均してからカラーハードナーを
なじませます。

一次養生
表面が乾燥するまで養生します（夏場で2～3時間、冬
場で6～7時間目安）。

ステンシルの除去・補修・清掃
表面を指で軽く押しても色が指に付着しなくなった
ら、ステンシルをはがし始めて下さい。

バリが出たり、目地にカラーハードナーが染み込んだ
りしたところは、目地ゴテもしくは木ゴテを使い補修
して下さい。

補修
補修作業が終わりましたら、柔らかめのブラシ、もしくは
ブロアー等にて細かなセメントの欠片等を取り去って
下さい。完全に硬化してからの除去は困難となります。
白華が発生している部分は、ブラシ等で表面をこすり、
白華を取って下さい。

シーラーの塗布
（強度を保持するため、2回塗布をして下さい。）
施工後2～3日養生し、シーラーを刷毛、もしくはロー
ラーにて塗布して下さい。
※シーラーは塗布後（晴天の状態で）6 時間以上養生し
　て下さい。

完成

施工断面図

 施工要領  施工断面図 

ステンシルシーラーの除去方法 施工要領

シーラー塗布済み シーラー除去
シーラー除去剤をウエスに含ませ、シーラーを除去したい
部分を軽く擦るようにして拭き取って下さい。
（ローラーや刷毛では拭き取る事が出来ませんので、使用
を避けて下さい。）
ウエスが汚れたら新しいものと交換して下さい。
（除去したシーラーで汚れたウエスのまま作業すると、
取れたものが表面に再付着します）

シーラー除去後
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フロアペイントステンシル

下地処理：施工現場清掃作業。 下地専用プライマーを刷毛で塗布して下さい。

※目安時間：夏場で5～10分／冬場で20～30分

接着専用プライマーを刷毛で塗布して下さい。

乳白色の接着専用プライマーが透明な状態（注意）になって
から次工程に進んで下さい。

※目安時間：夏場で30分程度／冬場で60分程度

ステンシルパターン（コブルストーンN）を市販のプラスチック
ローラーで十分密着させながら貼りつけて下さい。

※ステンシルパターン（型紙）はツヤがある面を上側に
　して使用して下さい。

ステンシルパターンの貼りつけ完了。

パウダー（テラコッタ N）に専用混和剤を混合して下さい。 パウダーと専用混和剤を撹拌機でよく混ぜ合わせて下さい。 1色使用。金コテで薄く塗り込んで下さい。塗り厚は0.5mm
が目安です。

アクセントカラーを塗布したら金コテで軽く
押えて下さい。

ベースカラー（ピーチ N）の塗り込み後、速やかにアクセントカラー（テラコッタ N）を塗布して下さい。ベース
カラーの表面が乾いてしまうとアクセントカラーが密着せず施工不良になりますのでご注意下さい。施工に
は別売のアクセントカラー専用施工キットを使用すると塗布しやすくなります。

アクセントカラーを使用する場合

アクセントカラー使用例 施工完了。 アクセントパターン使用例 施工完了。
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ステンシルパターンの模様がはっきり確認出来る程度に仕
上げて下さい。表面が十分乾燥するまで養生して下さい。

※目安時間：夏場で120分程度／冬場で240分程度

ステンシルパターンを除去して下さい。 乾燥が不十分ですとステンシルパターンを除去したときに
「バリ」が出やすくなりますのでご注意下さい。

冬場の施工など白華の発生が予想される場合は必要に
応じて、シーラーを塗布して下さい。

目地部に塗材が付着している場合には除去して下さい。
上記の補修はシーラーを塗布してから行った方が除去し
やすくなります。

シーラーの塗布
（強度を保持するため、2回塗布をして下さい。）

※シーラーの養生期間：
　シーラー塗布後（晴天時）6時間以上

1色使用施工完了。

＜注意事項＞
※降雨が予想される場合、風が強い場合、気温が５℃以下の場合は、施工を避けて下さい。
※表面に付着している油・泥・カビ・ペンキ等を適切な方法で除去して下さい。
※クラック・不陸を補修し表面を平滑に処理して下さい。
※既存土間コンクリートが刷毛引きや櫛引仕上げの場合や表面が荒れている場合には必ず補修し金コテで仕上げて下さい。
※施工する下地の表面が荒れているとステンシルパターンが密着せず施工不良の原因になります。
※接着用プライマーは透明にならないとステンシルパターンが密着するための接着効果が出ません。
※風で表面にゴミや埃が付着するとステンシルパターンの密着が悪くなり施工不良の原因になります。
※土足で施工面にのると泥などが付着してステンシルパターンの密着が悪くなり施工不良の原因になります。
※小面積向けの商品ですが、足場が確保できる場合や幅1ｍ程度の細長いアプローチなど両サイドにスペースがある場合、
　また、パターン（型紙）を使用しない場合は施工が容易におこなえます。
※ステンシルパターンの貼付け密着作業には、市販のプラスチックローラーをご用意いただくと便利です。
※写真のカラーバリエーションにはシーラーを塗布してありますのでツヤがでています。
※施工下地は薄塗りのため、金コテ仕上げの下地に限定されます。
※施工厚みは、ステンシルパターンの厚みと同じ0.5mmが目安です。
※アートクリートステンシルおよびデックコートステンシルのカラーバリエーションは色調に差があります。

シーラー

ステンシル パウダー

接着専用プライマー

下地専用プライマー
調整モルタル

ステンシル目地

既存下地

施工断面図

 施工要領  施工断面図 
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デックコートステンシル

下地処理
施工現場清掃作業

施工場所を養生 下地処理剤の塗布
下地処理剤（純正レジン（40～50g/㎡）を水で2～3倍
希薄液）塗布。吹付ける合材との接着をよくするために
均等に塗布して下さい。

ステンシル（型紙）の設置
ステンシルの設置。ツヤのある方が上です。 2列目のステンシルを設置するときは、前に設置した

ステンシルの端部と2列目のステンシル端部が重なり
合うように設置して下さい。

ステンシルを固定
下地とステンシルの間にあまり隙間がないように
テープなので固定すると仕上がりがきれいです。

吹き付け用合材の作成
計量カップにて計量したレジンにパウダーを混入。
混合割合はパウダー1袋に対しレジン4ℓを目安とし
て下さい。

クリーム状になるまでよく撹拌
状況により、粘度の調整には水を少量使用して下さい。

ベースカラーの吹きつけ
吹き付け（パウダー1袋、レジン4ℓ）施工面積は
約9．3m2です。
吹き付け作業は、基本的に下塗りと仕上げ塗りの
2工程です。
※施工方法により差が生じます。

＜注意事項＞
※外気温度が5℃以下の場合は施工を避けて下さい。特に夜間、気温が下がる冬場にはご注意下さい。
※良い仕上がりに施工するためには、下地の表面とデックコートが接合しやすいように処理する必要があります。
　表面に付着しているもの（油・泥・カビ・ペンキ等の塗装）を適切な方法にて除去して下さい。
　また、デックコートを施工する全ての表面は、希塩酸液（10％程度）で洗浄し、綺麗に水洗いして下さい。
※あらかじめ施工前にコンクリート下地のクラック・不陸の補修をしておいて下さい。
※新規打設のコンクリートに施工する場合、下地が完全乾燥している状態で行って下さい。
※風の強い日や降雨の予想される日には施工を避けることをおすすめします。
※施工後、車両が乗り入れするまでには十分養生期間を取って下さい。
※季節・天候・施工場所で差がありますが、生コンや色粉に含まれるアルカリ成分により表面に「白華」が出ることがあります。水分の影響が大きいと思われます。
　・白華が多い場合：希塩酸で洗浄し、水洗いして十分乾燥後にシーラーを塗布して下さい。
　・白華の少ない場合：シーラーを塗布することにより、かなり解消できます。
※吹付け施工は2回塗りでお願いします。（参考施工厚:約2～4mm）
※1回目の吹付けは、土間コンクリートの表面が見えなくなるように、全体に細かく吹付けて下さい。
　2回目の吹付けは、吹付けむらを調整しながら凹凸仕上げになるように吹付けて下さい。
※吹付けガン器は、リシンガンのノズル部の自在型を使用して下さい。ノズル口径は、5・6・7mmが適合サイズです。
　参考例:大塚刷毛製造株式会社（建築用吹付けガン器）
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アクセントカラーの吹付け ステンシルを除去
塗料が乾いた段階でステンシルを除去します。

清掃
エアーガン・ブロアー等を使用して清掃。
※乾燥期間：
　夏場1時間、冬場（10℃）３～4時間。

シーラーの塗布
（強度を保持するため、2回塗布をして下さい。）
施工後、表面が完全に乾燥したらシーラーを刷毛もしく
はローラーにて塗布して下さい。溶剤系のシーラーのた
め、塗布後はツヤがありますが、1週間くらいで落ち着き
ます。
※シーラーの養生期間：
　シーラー塗布後（晴天時の状態で）6時間以上
　養生して下さい。

完成
ステンシルパターン／アシュラースレイトN
ベースカラー／カメオN
アクセントカラー／デザートサンドN

吹付け完了

シーラー

ステンシル パウダー

レジン

調整モルタル

ステンシル目地

既存下地

施工断面図

 施工要領  施工断面図 

ステンシル白華の除去方法       　 施工要領

白華の除去
シーラー除去剤をウエスに含ませ、白華が出ている部分
を軽く擦るようにして拭き取って下さい。
（ローラーや刷毛では拭き取る事が出来ませんので、使用
を避けて下さい。）
ウエスが汚れたら新しいものと交換して下さい。
（除去したシーラーで汚れたウエスのまま作業すると、
取れたものが表面に再付着します）

シーラー塗布
白華した部分を除去したら、シーラーを塗布して下さい。

※シーラー除去剤で白華が取れない場合は市販の白華
　除去剤をご使用下さい。
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ステンシルの角欠け補修 施工要領

シーラー塗布後の場合

角欠け部分

角欠け部分

施工されているカラーと同じ種類のもので補修剤を作
ります。
［使用材料］

施工されている現状の色調に合うようにレジンを調合
して下さい。
アートクリートステンシル用のハードナーは、接着剤
の含有量が少なく、補修用に不向きなため使用しない
で下さい。

レジンを原液のまま補修部分に塗布して下さい。

補修剤の準備

レジン塗布

レジンを原液のまま補修部分に塗布して下さい。
レジン塗布

シーラーの除去

［仕上げの際に使用するコテの種類］
アートクリートステンシルの場合…金コテで表面を均し
て下さい。
デックコートステンシルの場合…木コテ・プラスチック
で表面を均して下さい。

コテ仕上げ

欠け部分の補修が完了したら、シーラーを塗布して
下さい。

シーラー塗布

欠け部分の補修が完了したら、シーラーを塗布して
下さい。

［仕上げの際に使用するコテの種類］
アートクリートステンシルの場合…金コテで表面を均し
て下さい。
デックコートステンシルの場合…木コテ・プラスチック
で表面を均して下さい。

シーラー塗布

コテ仕上げ

デックコートステンシル用パウダー
デックコートステンシル用レジン

施工されているカラーと同じ種類のもので補修剤を作
ります。
［使用材料］

施工されている現状の色調に合うようにレジンを調合
して下さい。
アートクリートステンシル用のハードナーは、接着剤
の含有量が少なく、補修用に不向きなため使用しない
で下さい。

補修剤の準備

デックコートステンシル用パウダー
デックコートステンシル用レジン

シーラー塗布前の場合
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グランデコ

■ 固定方法

■ 寸法図

 施工要領  　寸法図
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●土間はタイル面と同じ高さ。
●面取り不要。
●土台をモルタルで固定。 

●土間はタイル面と同じ高さ。
●面取り不要。
●タイルの下までモルタル
　及びコンクリートで固定。

化粧目地として用いる場合 見切り材として用いる場合

土台 コンクリートコンクリート

モ
ル
タ
ル

モ
ル
タ
ル

土台 土コンクリート

モ
ル
タ
ル

モ
ル
タ
ル

＜施工上の注意事項＞
※タイルにモルタル ・ 生コンなどの汚れが付着しないよう、専用養生テープを貼り、施工後はテープを剥して、汚れを除去して下さい。
※見切り材として使用する場合は、タイル部分が取れないように、モルタル ・ 生コンでしっかりと固定して下さい。
※以下の場所では使用しないで下さい。
　・ 4t以上の車両が駐車する場所 ・ 車両の交通量が多い場所 ・ タイヤの切り返しが多い場所
※本製品をハンマーなどで叩かないで下さい。特にタイル材の部分は、破損の恐れがあります。
※レール部（塩ビ素材）は、外気温の影響で多少の反りや歪みが生じるため、緩和策で両側中央に切り込みを施しています。
　状態により矯正して施工をお願いします。

＜タイルの特性及び、使用上の注意＞ 
焼き物の特性として色ムラ、色幅があることはもちろんですが、同じ色の原料を用いたとしても、生産時期の違いにより色違い、色幅、風い等がずれて異なる色合い、
色幅、風合いに見える場合がございます。またタイル表面が粗面（凹凸）になっておりますので、塗り目地をされる場合は凹面の中に目地材が残ります。
※お手入れの際は、水または中性洗剤を使用し、デッキブラシ等で洗浄して下さい。

※タイルの寸法・厚みには多少の誤差があります。

約950mm

950mm

27mm

約7mm

約45mm

70mm

22mm

26mm

土台

土台

モルタルを置く 本品を置き、タイルに合わせる
※下記「固定方法」も 合わせてご確認下さい。

タイルを専用テープ養生し、土間を打つ。
※タイル面に合わせて、土間を施工して下さい。

面取り不要で完成
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エッジサポート

折り曲げ部
※施工時、45度下向きに折り曲げてください。
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   のみ付属。

20

1
3
.4

1
2

5

18.4

1
3
.4

4148

4
8
4
1

106
99

1
0
2

102

60

6
0 1
0
0

42

4
2

42

4
2

100

1
0
2

102

41

4
1
6
1

41
61

4
1

1
0
2

99
119

6
1

41
61

4
1

9
911
9

20 20 φ9

1
5

1
5

3
0

3
0

102

41

4
1
6
1

41
61

4
1

1
0
2

99
119

6
1

41
61

4
1

9
911
9

基本タイプ

スリムタイプ

ワイドタイプ

LEDワイドタイプ

塗り仕上げ

塗り仕上げ 又は 薄型タイル※１

一般タイル※2 又は 薄型タイル

薄型タイル※１ + LEDライト※3 又は 塗り仕上げ + LEDライト※3

※1 薄型タイルは厚さ3.5mmまでのタイルをご使用下さい。
※2 一般タイルは厚さ15mmまでのタイルをご使用下さい。
※3 LEDライトはD15×H10までのサイズを使用下さい。
　　（推奨商品：
      LIXILエクステリアライト美彩シンプルラインライト）
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フチ無し
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各部名称

各タイプの仕上げ一覧

※図はスリムタイプとなります。
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2026-2027

下地ブロック作成

下地シートの貼り付け 仕上げ

LED取付金具の設置

商品の設置

LEDライトの取付

　　　　　　　　　　　　　 施工要領　寸法図
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※LEDワイドタイプは　
　任意の高さで
　調整して下さい。



2026-2027

施工要領エッジマイスターⅡ

本体セット

セット内容  本体×2本 ストレートジョイント×2個

別売りオプション

ストレートジョイント　　　　　　　90度コーナー材

差し込んだ状態

土を埋め戻し転圧をかけ設置完了です。

根切りを行います。

直角の箇所には別売りオプション「90度コーナー材」
をご利用下さい。

本体にストレートジョイントを差し込みます。

エッジマイスターを設置します。
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